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連絡先 tel  0553-26-4126  mail  admin@kasugai-reha.com 

団体名称／ 

参加団体 

 山梨 JRAT／山梨県リハビリテーション病院・施設協議会、 

一般社団法人山梨県理学療法士会、一般社団法人山梨県作業療法士会、 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会、一般社団法人山梨県介護支援専門員協会 

実施内容 ☐ 
組織化・連携の

動き 
☐ 研修会実施  訓練等実施 ☐  

実施日 令和 3年 11月 14日 実施場所  山梨市役所東側駐車場（東館保健センター） 

概要 

令和 3年度山梨県地震防災訓練 

〇目的：災害対策基本法、山梨県防災基本条例、山梨県地域防災計画及び山梨市地域

防災計画に基づき、防災関係機関と地域住民が相互に連携して、各種防災訓練を総合

的に実施し、災害時に即応できる体制を確立するとともに、展示・体験・啓発を通じ、県民

全体の防災意識の高揚を図り、地域防災力の向上に資する。 

〇訓練内容：令和 3年 11月 14日 （日）午前 8時 20分頃、藤の木愛川断層領域を震源

とする M7.0規模の直下型地震が発生し、山梨市では最大震度 6強の揺れを観測。山梨

市では、家屋の倒壊、土砂崩落等により負傷者が発生したほか、水道管破裂､電柱倒壊､

電話線断線等､ライフラインにも被害が発生した。山梨県及び山梨市は、災害対策本部を

設置するとともに、関係機関に応援要請を行い、災害応急対策を実施する。 

〇山梨 JRAT活動内容：避難所運営訓練（対象：山梨市区長 60名（学生を含む）） 

・JRATのパンフレット及び山梨 JRATチラシの配布を行い、JRATの活動について説明。 

・避難所運営の際の要配慮者への支援として段ボールベッドの取り扱いやその必要性に

ついての説明、車いすへの移乗等を実演し、実際に体験していただいた。 

 

所感 

参加いただいた市民の方が、各地区の区長さんをされており、関心は高く、レクチ

ャー中やレクチャー後にも熱心に質問される方も多かった。感染対策も行いなが

ら、3グループで時間を分けて説明し、さらに実演時には 2班に分けて行えたた

め、丁寧な介入が行えた。市役所職員の方々も、積極的に関わっていただいた。 

今後の課題 
・継続的な防災訓練への参加及び避難所運営訓練の充実化 

・災害支援ナースとの連携 

今後の活動予定 
・県の防災マニュアルにおける JRATの位置づけについて継続的に調整を行う。 

・山梨 JRAT活動マニュアル及び県の活動要項の調整。  

事務局への要望等  

                              写真、資料など可能な範囲で添付をお願い致します。 

令和 3 年 11月 26 日 
公開可 ☐公開不可 


